




ヨハン・ヴォルフガンク・フォン・ゲーテ Johann Wolfgang von 
Goethe（1749―1832）の『秘儀』Die Geheimnisse という著作は 1784―




































































た人物であった。例えば 1772 年の『言語起源論』Abhandlung über den 
Ursprung der Sprache、1784 年から 1791 年にかけての『人類の歴史と哲
学への諸理念』Ideen zur Philosophie der Geschichte der Menschheit（通称
『イデーン』）といったヘルダーの代表的な著作で描かれる存在の「原
型」の考えなどにそれは見られる。ヘルダーは「原型」の概念を




またヘルダーは 1778―1779 年の『民謡詩』Volkslieder でギリシア・
ローマ・西欧だけでなくラップランドやグリーンランド、ペルーなど前
述の『言語起源論』でも扱ったような広い範囲の民謡を集め、1782―








年 8 月 28 日にゲーテがヘルダー夫妻を自らの誕生日に招待した後に関
36
（22）






































































































































































物語の持つ意味を明かしてほしいという要請に応えて、1816 年 4 月 27



















































Ostertag besiegelte ewige Dauer erhöhter menschlicher Zustände）
もまた、ここでフマーヌスとの別れに際してそのことへの慰めとな
りつつ明示されているということも、簡単に予測できる15）。










































































また 1890 年、29 歳のときにウィーンからヴァイマルに移住し、そこで











お け る そ れ ら の は た ら き 』Natur― und Geisteswesen ― ihr Wirken in 
unserer sichtbaren Welt（GA98）に収められている一連の講義録中、































































































































































あった。ゲーテの蔵書目録 Goethes Bibliothek のなかには「神秘学」
Geheimlehren の項目があり、ヴェリング Georg von Welling の『魔術的
カバラと神智学の書』Opus mago―cabbalisticum et Theosophicum やアグ
リッパ・フォン・ネッテスハイムの『神秘哲学』De occulta philosophia 
libri tres やトンマーゾ・カンパネッラの『事物の感覚と魔術について』





そのことに関して、1907 年 5 月 22 日から 6 月 6 日までのミュンヘン
での連続講義録『薔薇十字団の神智学』Die Theosophie des Rosenkreuzers
（GA99）の最初の講義（5/22）においてシュタイナーはゲーテの錬金術
的源泉について語っている。
そ の 講 義 で は、 ゲ ー テ は 若 い 頃 に「 薔 薇 十 字 的 な 源 泉 」eine 
rosenkreuzerischen Quelle に近づき、「ある非常に特異な高次の秘儀参






その時代の詳細は 1811 年から 1831 年にかけて書かれたゲーテの自伝









































































『詩と真実』は 1811 年に第一部が完成して後 1814 年の第三部完成以
降、1831 年の第四部完成の間に大きな時間的空白がある。第四部の完
成はそのように 1831 年、出版はゲーテの死後の 1833 年であるが、この






































































このダイモーン = デーモン = デモーニッシュなものに関する記述をし
ているが、作家によってそのイメージは様々である。おおよそは普通の
意味での人間に災いのみをもたらす悪の代名詞的存在としての悪魔


















との対話録である『ゲーテとの対話』Gespräche mit Goethe in den letzten 
Jahren seines Lebens において、それぞれ 1828 年 3 月 11 日、1829 年 3
月 24 日、1830 年 3 月 14 日、1831 年の 2 月 18 日、28 日、3 月 2 日、8
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